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A CASE OF MULTILOCULAR RENAL CYST
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                and Minoru MATSUDA 
From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Osaka University 
                  Sunao TOKUNAGA 
From the Department of Radiology, Faculty of Medicine, Osaka University
 A case of multilocular renal cyst is presented. The patient, a 65-year-old female, who had had 
macroscopic hematuria since 1979, came to our hospital in 1986. Computed tomography demon-
strated a cystic mass with septums enhanced by contrast medium. The lesion was located at the 
anterior aspect of the midportion of the left kidney. These findings suggested a multilocular 
renal cyst. Therefore, enucleation of the mass was performed after confirmation of the absence of 
malignant cells in the septum on the frozen slide. Histological diagnosis was the same as the 
clinical diagnosis. We reviewed 65 cases of multilocular renal cyst in Japan and discuss 
preoperative diagnosis and operative procedure. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1569-1572, 1989) 






















CT検 査 を 施 行 し多 房性 腎嚢 胞 を 疑 われ 手 術 目的 に て
当科 入 院 とな った,
入 院 時 現 症:身 長149cm,体 重49kg,体格 栄 養 中
等 度.体 温36.7℃.眼瞼 結 膜 に 貧血 を 認 め な い.血 圧
140/70mmHg,脈拍70/min整,胸 部 異 常 な し.腹部
は 平 坦,軟 で 肝,脾,腎 お よび腫 瘤 は 触 知 せ ず.









尿 所 見;黄 色 透 明,蛋 白(±),糖(一),pH5.5,
潜 血(+),赤 血球7～10/hpf,白血 球10～20/hpf,















































核分裂像,核 異型性,浸 潤傾向は認められず,未 熟な
blasticcellは見られなかった(Fig.3).一方隔壁に






多 房 性 腎嚢 胞はBoggsとKimmelstielら1)によ
三宅,ほ か ・多房性腎嚢胞 ・術前診断 157i
Table1.MultilocularrcnalcystinJapan(aftcrYamanishi'srep・rt).




























































側 腹 部 痛
肉眼的血尿
腹 部 腫 瘤
腹 部 腫 瘤
肉眼的血尿






下 腹 部 痛
腹 部 腫 瘤
肉眼的血尿
腎 摘 出 術
〃
嚢胞切除術
腎 摘 出 術 淡明細胞癌
・ 淡明細胞癌
〃
腎部 分切 除 術
Dandy-Walker症候群腎 摘 出 術
腎 芽 腫
嚢 胞切 除術
る と1)多房 性 で2)嚢胞 の 大 部 分 は 上 皮細 胞 で覆 わ れ3)
嚢 胞 と腎孟 との 交 通 が 無 く4)残存 腎 組織 は 圧迫,萎 縮
以外 は 正 常 で5)嚢 胞 隔 壁 内 に 成 熟 した ネ フ ロ ンが 無
い,こ とを特 徴 とす る比 較 的 稀 な 腎 嚢 胞性 疾 患 の1つ
であ る.本 症 の報 告 例 は 欧 米 で は 約160例2),本邦 で
は 山西 ら3)が1984年ま でに53例を 集 計 して お り,わ れ
われ が 調 べ え た 限 りで は 以 後 報 告 され た11例4-13)を加
え る と 自験例 は65例目に あた る(Table1).
年 齢 はTab正e2に 示 す ご と く5歳 以 下 と40～60歳
にそ れ ぞ れ ピー クを もつ2峰 性 分 布 を 呈 して い る.性
別は 男 性37例,女 性28例で,患 側 は 右38例,左27例 で
両側 例 は な い.主 訴 は腹 部 腫 瘤 が 最 も多 く34例(54%)
つづ い て 血 尿21例(32%),疹 痛14例(22%)の 順 と
な って い る.治 療 は 腎 摘 出術52例,腎 部分 切除 術9例
嚢 胞 切 除術4例 で腎 摘 が ほ とん どで あ る.
多 房 性 腎嚢 胞 の病 因 につ い て は 諸 説 が あ る が 現 在最
も有 力 な の が腫 瘍 説 で あ る.本 症 にWilms腫 瘍 を合
併 した り,嚢 胞 隔 壁 にmetanephricblastema様構
造が 認 め られ た 症 例 が あ り本 症 はnephroblastoma-
touselementの分 化 段 階 の1過 程 と考 え られ て い る.
した が ってYonezawaら14)は このnephroblasto-
matouselementを含 む もの と,cysticlesionのみ
か らな る もの の2つ に 分類 し,前 者 をcysticpartial-
lydifferentiatednephroblastoma,後者 をmultiloc-
ularrenalcystと呼 ん で い る.一 方 成 人 例 で は これ
までnephroblastomatouselementを見 た 症 例 は 報
告 され て お らず 隔 壁 の 一 部 に 腎細 胞癌 を合 併 した 症 例
があ る こ とか ら小 児 例 とは そ の 発 生 病理 が違 うの では



























恥.報 告者 報告年 年齢 性 腫瘤の大きさ 患欝覧における畿罷雑蹴
1大 越196149男 不 明
2山 際196756男 不明
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